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まるまる育った旬の幸　宮崎地区の朝掘りたけのこ
イベント・行事の開催について 新型コロナウイルスの影響により、第40回越前陶芸まつりは中止となりました。また、掲載しているイベント・

行事について、やむなく中止にする場合があります。最新の開催状況については、各問合せ先でご確認ください。



乗
っ
て
残
そ
う

み
ん
な
の
バ
ス！

最
適
な
公
共
交
通
の
実
現
に
む
け
て

　

令
和
2
年
4
月
か
ら
交
通
事
業
に
特
化
し
た

「
公
共
交
通
対
策
室
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

公
共
交
通
対
策
室
で
は
、「
越
前
町
に
ふ
さ
わ
し

い
公
共
交
通
の
実
現
」
を
目
指
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
、
路
線
バ
ス
を
軸
と
し
た
新
し
い
交
通
デ
ザ

イ
ン
を
目
指
し
、
未
来
に
向
け
た
様
々
な
改
革
や

挑
戦
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
ま
す
ま
す
激
化
し
て
い
く
人
口
減

少
の
な
か
で
、
平
成
17
年
の
合
併
当
初
か
ら
続
く

「
人
と
技　

海み

土ど

里り　

織
り
な
す　

快
適
な
ま
ち
」

と
い
う
理
念
を
今
一
度
明
確
に
町
内
外
に
示
し
、

存
在
価
値
を
高
め
て
い
く
と
い
う
本
町
の
決
意
の

表
れ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
対
策
室
は
公
共
交
通
の
専
門
部
署
と

し
て
、

①
町
民
の
み
な
さ
ん
が
よ
り
快
適
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に

②
公
共
交
通
の
現
場
が
よ
り
ス
マ
ー
ト
か
つ
ス

ム
ー
ズ
に
機
能
す
る
よ
う
に

③
公
共
交
通
に
従
事
す
る
み
な
さ
ん
が
よ
り
気
持

ち
良
く
仕
事
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

　

そ
し
て
、
な
に
よ
り
「
町
全
体
の
活
性
化
と

快
適
で
ス
マ
ー
ト
な
公
共
交
通
の
実
現
」
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
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越
前
町
の
バ
ス
の
現
状

　

下
記
の
グ
ラ
フ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
乗
車

人
数
で
す
。平
成
21
年
度
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
弱
者
に
と
っ
て
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら

す
た
め
に
、
公
共
交
通
機
関
は
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
す
。
い
っ
た
ん
、
路
線
バ
ス
な
ど

が
廃
線
や
減
便
に
な
る
と
復
活
さ
せ
る
の
は
非
常

に
難
し
く
な
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
バ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た
り
、
誰
も
が
便
利
で
快

適
に
生
活
で
き
る
ま
ち
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
公
共
交
通
に
関
す
る
制
度
や
バ

ス
の
路
線
を
紹
介
し
ま
す
。
越
前
町
の
未
来
の
た

め
に
も
安
全
で
安
価
な
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

路線バス運賃補助券
　70歳以上の人は公共交通割引カードと
生活路線バス運賃補助券を使って、町内区
間を100円で福鉄バス・京福バスに乗車で
きます。

通学支援補助制度
　町内に在住する高校生などが通学のために電車やバスを利用する場合、
一定の条件を満たせば、その保護者は通学定期券を月5,000円（年額
60,000円）で購入することができます。

町民のみなさんの生活の足や観光客のために、コミュニティバスはなくてはならないものです。

「乗って残そうみんなのバス」を合言葉に、みなさんのご協力をよろしくお願いします。

織　田 ↔ 神　明 …… 福鉄バス鯖浦線  197,000円 A
神　明 ↔ 田原町 …… 福鉄電車福武線  100,990円 B織田から田原町付近

の高校に1年間通学
するには…

年間297,990円（A＋B）かかるところ

年間6万円の負担で購入可能（237,990円の町補助）

※予約運行するのは、京福バスが運行するほやほや号で、路線バスのルートを小型車両で予約区間のみを運行します。
　予約方法  ☎0120–234–255に電話をして、①お名前  ②乗るバス停  ③乗る時刻  ④乗る人数  ⑤降りるバス停  をお伝えください。

鯖浦線（かれい崎－ JR 北鯖江）	 平日3往復

鯖浦線（織田－ JR 北鯖江）	 平日9.5往復　休日5往復

福浦線（かれい崎－田原町）	 平日3.5往復　休日上り2便、下り4便

武生越前海岸線（かれい崎－越前武生駅）	 平日7往復　休日4往復

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
に
関
す
る
制
度

　

町
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
開

始
し
、
夏
休
み
の
フ
リ
ー
パ
ス
券
や
バ
ス
の
日
に
ち
な
ん
だ
無
料
乗

車
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

By riding the bus,

try to save the bu
s,

all of the bus !

　

そ
の
他
、１
，０
０
０
円
で
購
入
で
き
る
11
枚
つ
づ
り
の
「
回
数
券
」

や
あ
な
た
だ
け
の
時
刻
表
「
マ
イ
時
刻
表
」
の
作
成
も
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
公
共
交
通
対
策
室
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

無料定期乗車券
　65歳以上で運転免許を
返納した人は10年間コ
ミュニティバスが無料で
乗り放題の定期券を発行
しています。

夏休み定期券
　町内在住の小中高校生
と丹生高校生に500円で
夏休み限定のフリーパス
券を販売しています。

無料運行
　9月20日の「バスの日」にちなみ、無料運行を
します。期間は9月20日を含む月曜日から土曜日
までです。

コミュニティ
バスの
乗車人数

フレンドリー号

Go!  Go!

路線バスに関する制度

越前町の路線バス
福
鉄
バ
ス

西田中宿堂線（天谷－福井駅）	 平日2.5往復　休日2往復

西田中宿堂線（天王－福井駅）	 平日6往復　休日5往復

ほやほや西田中（天王－プラント3）	 毎日7.5往復（完全予約制※）

茱崎線（水仙ランド－福井駅）	 毎日10往復（一部予約制※）

清水織田線（織田－プラント3） 	 毎日9往復（一部予約制※）

京
福
バ
ス

知っていますか？ 主な停留所：道の駅「越前」、織田病院、
陶芸村口、越前町役場、丹南病院、
神明駅、アルプラサ鯖江

主な停留所：道の駅「越前」、織田病院、
西田中、ハーモニーホール、ベル前、
赤十字病院、福井駅

主な停留所：呼鳥門、
越廼海水浴場、大森、ワッセ

主な停留所：西田中、
プラント3、赤十字病院

主な停留所：細野、下糸生、
小倉、志津が丘、大森

例えば

問合せ先　公共交通対策室　☎34–8722

越前かに太郎

No.99999

ご利用の停留所発車時刻の
1時間前までに予約ください。
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こ
の
度
、
五
島
万
里
代
さ
ん
（
小
曽
原
区
）

の「
ふ
く
い
モ
ダ
ン
刺
し
子
」が
福
井
県
郷
土

工
芸
品
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
、
29
の
工
芸
品
が
指
定
さ
れ
て
お

り
、
町
で
は「
越
前
〆
縄
」に
次
い
で
2
つ
目

の
指
定
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
新
た
に
指
定
さ
れ
た
五
島
さ
ん
の

「
ふ
く
い
モ
ダ
ン
刺
し
子
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

刺
し
子
と
は

　
刺
し
子
と
は
、
昔
、
大
変
貴
重
だ
っ
た
布
を

永
く
大
切
に
使
う
た
め
、
何
枚
も
の
布
を
重

ね
、
針
と
糸
で
根
気
よ
く
丁
寧
に
縫
い
込
ん
で

い
き
、
布
に
強
度
と
温
も
り
を
生
み
出
し
て
い

く
日
本
の
伝
統
的
な
技
法
で
す
。

五
島
万
里
代
さ
ん
の
「
ふ
く
い
モ
ダ
ン
刺
し
子
」
が
福
井
県
郷
土
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

ふ
く
い
モ
ダ
ン
刺
し
子

　
五
島
さ
ん
は
、「
北
前
船
」の
中
で
、
仕
事
着

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た「
刺
し
子
さ
っ
く
り
」

に
魅
了
さ
れ
、
古
く
か
ら
女
性
の
手
か
ら
手
へ

伝
え
ら
れ
て
き
た「
刺
し
子
」を
再
び
蘇
ら
せ
、

後
世
ま
で
残
し
た
い
と
考
え
、
そ
の
技
術
と
刺

し
子
で
使
用
さ
れ
て
き
た
麻
の
葉
や
七
宝
、
千

鳥
、
紗
綾
形
な
ど
の
日
本
の
伝
統
文
様
を
学
び

ま
し
た
。

　
昭
和
55
年
に
は
刺
し
子
伝
承
の
会「
ふ
く
い

モ
ダ
ン
刺
し
子 

麻
の
葉
会
」を
設
立
。
小
曽
原

区
の「
夕
想
庵
」を
拠
点
に
伝
統
文
様
を
大
切

に
継
承
し
な
が
ら
五
島
さ
ん
独
自
の
モ
ダ
ン
デ

ザ
イ
ン
を
新
た
に
考
案
し
、
イ
ン
テ
リ
ア
か
ら

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
幅
広
く
作
品
を
制
作
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
会
員
50
人
と
共
に
東
京
、
京
都
、

自
宅
で
も
あ
る
「
夕
想
庵
」や
福
井
市
の
お
さ
ご

え
民
家
園
な
ど
で
作
品
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▲五島さん

▲刺し子は指に気持ちが集中する
ため、心が落ち着きます

▲福井県刺し子の代表「刺し子さっくり」

▲花ふきん

着
　
任
　
校

職
　
　
名

氏
　
　
　
名

旧
　
　
所
　
　
属
　
　
校

朝
日
小
学
校

教

諭

寺　

尾　

悦　

子

湊
小
学
校
（
福
井
市
）

〃

〃

矢　

納　

好　

人

中
央
中
学
校
（
鯖
江
市
）

〃

養
護
教
諭

田　

中　

華　

織

吉
川
小
学
校
（
鯖
江
市
）

糸
生
小
学
校

教

諭

故　

田　

瑞　

樹

明
新
小
学
校
（
福
井
市
）

〃

〃

谷　

口　

知　

章

新
採
用

宮
崎
小
学
校

教

諭

西　

川　

武　

秀

新
採
用

四
ヶ
浦
小
学
校

教

諭

岩　

見　

ま　

み

新
採
用

城
崎
小
学
校

教

諭

大
河
原　

由　

衣

新
採
用

朝
日
中
学
校

教

諭

髙　

島　

幸
香
里

東
陽
中
学
校
（
鯖
江
市
）

〃

〃

左　

近　

武　

寿

社
南
小
学
校
（
福
井
市
）

〃

〃

伊　

藤　

明　

里

丸
岡
中
学
校
（
坂
井
市
）

〃

事
務
職
員

河　

野　
　
　

大

新
採
用

宮
崎
中
学
校

教

諭

畑　

中　

結　

衣

新
採
用

越
前
中
学
校

教

諭

水　

島　

秀　

嘉

鯖
江
中
学
校
（
鯖
江
市
）

織
田
中
学
校

教

諭

佐
々
木　

麻
衣
子

松
陵
中
学
校
（
敦
賀
市
）

〃

事
務
職
員

村　

本　

清　

司

順
化
小
学
校
（
福
井
市
）

　
3
月
16
日
に
開
か
れ
た
議
会
定
例
会
で
教
育
長
お
よ
び
教
育
委
員
に
次
の
人
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
長　
久
保
理
惠
子
（
樫
津
）　
【
再
任
】

教
育
委
員　
春
木　
誠
一
（
内
郡
）　
【
再
任
】　

　
ま
た
、
3
月
31
日
の
教
育
委
員
会
で
、
教
育
長
の
職
務
代
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

教
育
長
職
務
代
理
者　
春
木　
誠
一

　
4
月
か
ら
新
た
に
16
人
の
先
生
が
町
外
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
本
年
度
の
教
育
相
談
員
は
次
の
み
な
さ
ん
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
所
長
・
教
育
相
談
員

　
　
　
　
　
　　
塚
本　
長
栄
（
再
任
）

　
教
育
相
談
員　
藤
澤
し
の
ぶ
（
再
任
）

　
教
育
相
談
員　
上
田　
芳
江
（
再
任
）

　
越
前
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校
に

行
き
た
い
の
に
行
け
な
い
児
童
生
徒
を
支
援
す

る
た
め
に
「
は
ば
た
き
教
室
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
こ
の
教
室
で
は
、
会
話
、
遊
び
、
学
習

支
援
な
ど
の
活
動
を
通
し
、
子
ど
も
の
心
の
居

場
所
を
つ
く
り
、
集
団
活
動
へ
の
自
信
を
は
ぐ

く
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
悩
み
を
抱
え
て
い

る
保
護
者
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
に
教
育
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
者
に
寄
り
添
い
、
状
況
の
改
善
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
「
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」

そ
ん
な
声
に
お
応
え
し
て
、
町
内
に
お
住
ま
い

の
人
の
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

福
祉
の
専
門
職
が
高
齢
・
障
が
い
・
難
病
・

児
童
な
ど
に
関
係
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
相
談
の
内
容
な
ど
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

越
前
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ば
た
き
教
室
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
「
と
い
と
い
と
い
」
を
ご
紹
介
し
ま
す

場　
　
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
小
・
中
学
生
、
保
護
者

時　
　
間　
午
前
9
時
か
ら
午
後
2
時

　
　
　
　
　
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

問
合
せ
先　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
「
は
ば
た
き
教
室
」

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
８

場　
　
所　
フ
・
ク
レ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
朝
日
一
丁
目
５
０
４
番
地
）

日　
　
時　
毎
月
第
2
木
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
1
時
〜
4
時

問
合
せ
先

　
越
前
町
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
ん
か

　
　
☎
３
４‒

２
５
０
１

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル

　
　
☎
３
４‒

１
４
４
０

　

こ
の
度
、
町
で
は
、「
第
二
期
越
前
町
子
ど

も・子
育
て
支
援
事
業
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
に
基
づ
く
行
動
計
画
の
性
格
も
持
ち
合
わ
せ

て
い
て
、
第
一
期
計
画
の
基
本
理
念
と
基
本
目

標
を
引
き
継
ぎ
、
令
和
2
年
度
か
ら
6
年
度
ま

で
の
5
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
策
定
し
た
も

の
で
す
。

　
策
定
に
あ
た
り
、
越
前
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
で
は
、
0
歳
か
ら
小
学
6
年
生
ま
で
の
保

護
者
を
対
象
と
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
を
は
じ
め
、

第
一
期
計
画
の
施
策
の
評
価
と
課
題
を
整
理

し
、
計
画
内
容
ま
で
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
で
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
全

に
育
つ
た
め
の
方
策
と
し
て
、
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
5
歳
児
健
診
の
実

施
、
交
通
安
全
の
確
保
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
病
児
・
病
後

児
保
育
利
用
料
の
軽
減
な
ど
を
新
規
施
策
と
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
保
護

者
の
た
め
に
、
地
域
や
高
齢
者
と
の
交
流
推
進

の
強
化
、
子
育
て
支
援
情
報
の
積
極
的
な
広
報

な
ど
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
子
育
て
を

社
会
全
体
で
支
援
す
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
の
就
業
率

も
非
常
に
高
く
、
低
年
齢
児
の
保
育
ニ
ー
ズ
や

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
需
要
が
あ
る
た
め
、「
仕

事
と
子
育
て
を
安
心
し
て
両
立
で
き
る
環
境
の

整
備
が
重
要
で
あ
る
」
と
の
考
え
に
基
づ
い
た

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
計
画
策
定
に
先
立
ち
、
3
月
24
日
、
越
前
町

第
二
期
越
前
町
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
会
長
の
青
井
夕
貴
仁
愛

大
学
准
教
授
と
内
藤
俊
穂
副
会
長
が
内
藤
町
長

に
答
申
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
青
井
会
長
は
、「
こ
の
計
画
が
実
行
性
の
高
い

計
画
と
な
る
よ
う
、
他
の
計
画
と
整
合
性
を
図

り
、
進
捗
状
況
な
ど
の
検
証
を
重
ね
て
い
く
こ

と
を
望
み
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
内
藤
町

長
も
「
み
ん
な
で
子
ど
も
と
と
も
に
育
つ
『
あ

た
た
か
い
ま
ち
』
を
目
指
し
、
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
、
家
庭
で
も

子
育
て
に
喜
び
や
生
き
が
い
を
感
じ
て
、
暮
ら

し
て
い
け
る
あ
た
た
か
い
地
域
社
会
の
形
成
に

取
り
組
み
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

▲内藤町長に計画案を手渡す青井会長と内藤副会長

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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課長
荒井基志

課長補佐（住宅政策）
宮永裕次
課長補佐（移住定住）
山口和美

課員
古﨑竜司・水島美奈・左近知也
大久保佳輝定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
文室小百合☎32‒7712

議　会
議会事務局長

次長
轟久美子

書記
杉森　匡

総務理事
畑　雅樹

杉本恭伸

町　長
内藤俊三

副町長
野　賢一

民生理事
佐々木靖郎

スポーツ振興課
課長
松村徹治

課長補佐
北島崇行

課員
川端雅旭・竹内美幸・三谷元騎
渡辺晃大☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

就労支援室 室長（兼）
髙木剛彦

室長補佐
牛若千鶴

課員
山口堅悟

課員（兼）
山川恭佳☎34‒8705

課長
髙木剛彦

課長補佐
森﨑千春

課員
上坂佳一・小山喜世美・小辻和正
山川恭佳・吉田昌史

商工観光課
☎34‒8720

課長
水島博之

課長補佐（農政）
尾澤正章
課長補佐（農林水産）
小河宗基

課員
木原尚裕・藤田智広・坂下哲哉
竹内敏雄・牧田茂晴・浜野宏次
宮﨑みか・幸山流気・上坂健太郎

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
牧田芳広 産

　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
吉田純子

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
久保理惠子

派 遣 職 員

福井県
畑　優器・小林宏光

（一財）越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介・三田村保夫
神谷宗典

福井県地方税滞納整理機構（兼）
竹内史哉

（一社）越前町観光連盟
福澤秀一・毛利裕昭

鯖江広域衛生施設組合
大矢康一

図書館 館長心得
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
堀　大介

学芸員
小辻陽子・村上雅紀☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（併）
林　和美

館長補佐（併）
北野宗昭

課員（併）
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（併）
河合純子

館長補佐（併）
小道世知紀

課員（併）
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵
事務補助員（併）
道畑直和☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（併）
谷口浩之

館長補佐（併）
山田宗治

課員（併）
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員（併）
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
鈴木恵美

次長（兼）
三七広樹

課員（兼）
佐々木由里・安井明希子・橘　研吾
西端沙紀☎34‒2000

生涯学習課
課長
鈴木恵美

課長補佐
三七広樹

課員
佐々木由里・安井明希子・橘　研吾
西端沙紀☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
山田幸一

栄養士
野村晶子・宮下拓翔

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0061

宮崎中学校 用務員
宮川幸代☎32‒2032

織田中学校 用務員
森川陽子☎36‒0059

朝日小学校 用務員
京藤直美☎34‒0031

糸生小学校 用務員
進士利栄☎34‒5002

常磐小学校 用務員
相馬はるみ☎34‒1374

城崎小学校 用務員
大川好枝☎37‒1031

織田小学校 用務員
磯網美代子☎36‒0019

萩野小学校 用務員
渡辺奈保美☎36‒0028

国際交流室 室長（兼）
鈴木恵美

室長補佐（兼）
三七広樹

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
佐々木由里☎34‒8713

学校教育課

課長
菅原辰彦

課長補佐
水島友樹

課員
松島顕子・佐々木浩子・正木俊行
髙木浩輔・久保伶奈
指導主事
川崎恵理☎34‒8716

会計管理者
山下和信

会　計　課 課長
岡田正一

課長補佐
稲田明美

課員
井上真穂☎34‒8706

会計理事（兼）
山下和信

税　務　課
課長
津田豊申

課長補佐（課税）
山内了輔
課長補佐（納税）
笠川晃央

課員
武田喜之・中倉京子・森下千尋
坂下由美子・大鎌瑞奈・水嶋康志郎
松田貴之・竹内史哉・松井千尋☎34‒8709

会
計
部
門

課長
佐々木訟覚

課長補佐（上水）
久保義治
課長補佐（下水）
清水英一

課員
牧野正克・小西智弘・阪下倫夫
佐々木岳大・谷口悦子・上平圭太
堀　隆弘

上下水道課
☎34‒8707

建設理事
山谷芳一

建
　設
　部
　門

建　設　課

課長
山口隆司

課長補佐（朝日･宮崎）
大橋直人

課員
伊部茂幸・黒﨑一哉・森下智晴
渡辺大作・冨田洋輔・奥山友梨香
技術補助員
小川　茂

課長補佐（越前･織田）
毛利章憲

☎34‒8703

地域包括
支援センター

センター長
黒田とみ子

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
増田潤一郎

ホームヘルパー
掃部智子

介護福祉士
水島由紀・姉﨑加奈子☎34‒8729

子育て世代
包括支援センター

センター長
吉田直子

保健師
岡田明代・坂尻友梨佳
栄養士
出倉愛実☎34‒8821

健康保険課

課長
出口博美

課長補佐
（国保・年金・後期高齢）
川嶋孝史

課員
木原千晶・見谷理奈・上野孝則
堀内文夫・下仲　翔・村上広樹

課長補佐（介護）
水島伸也

保健師
髙島幸恵・南　七恵
栄養士
榎本博美
事務補助員
川上清恵

ホームヘルパー
高橋浩子

課長補佐（健康増進）
中上由美

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
田邉香織☎32‒2323

宮崎児童館 館長
田邉香織

主任児童厚生員
松葉雪枝☎32‒2323

小曽原保育所 所長
芝田優子

保育士
谷口万絵・小荒繁美・与坂悠子☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
西村千香子

保育士
高原律子・堀　京子・齋藤忠良・三村彰信
近藤泰子・佐々木葵・永谷沙織・酒井基圭☎32‒2067

朝日南保育所
所長
牧野由美恵

保育士
北島優子・福岡沙織・青山裕美
八田あずさ

調理員
齊藤ひろみ

☎34‒1614

朝日西保育所
所長
竹内喜美

保育士
青山美智代・月田有香・中山貴世・谷口育代
木下祐子・鈴木知恵

☎34‒5602

福祉課

課長
原　雅哉

課長補佐（児童福祉）
菅原多恵
課長補佐（社会・高齢福祉）
林　康彦

課員
後藤邦枝・柴矢昌美・山﨑充晃
黒田麻里・齋藤　尭・山田朋美
飛田莉奈江・坂下彩音

保健師
木下里美

児童家庭相談員（兼）
田邉香織☎34‒8725

男女共同参画・人権室 室長（兼）
臥龍岡尊哉

室長補佐（兼）
髙木裕見子

課員（兼）
髙松千鶴☎34‒8715

住民環境課
課長
臥龍岡尊哉

課長補佐（住民）
髙木裕見子
課長補佐（環境）
中村弘和

課員
森﨑さゆり・髙松千鶴・清水拓郎
野　哲治・加藤条太郎・杉本夕葉

☎34‒8708

室長
林　和美

室長補佐
北野宗昭

課員
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

織田住民
サービス室

センター長（兼）
林　和美

センター長補佐（兼）
北野宗昭
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

織田コミュニティ
センター

☎36‒1111

☎36‒7711

室長
河合純子

室長補佐
小道世知紀

課員
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵
事務補助員（兼）
道畑直和

事務補助員（兼）
道畑直和

越前住民
サービス室

センター長（兼）
河合純子

センター長補佐（兼）
小道世知紀
（地域防災担当）

課員（兼）
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵越前コミュニティ

センター
☎37‒1501

☎37‒7711

室長
谷口浩之

室長補佐
山田宗治

課員
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員
石川智美

宮崎住民サービス室

センター長（兼）
谷口浩之

センター長補佐心得（兼）
山田宗治
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員
石川智美

宮崎コミュニティ
センター

☎32‒2000

☎32‒7711

監理課
課長
佐々木直人

課長補佐（入札・検査）
安井俊幸
課長補佐（施設）
中村あい

課員
上山和美・山本周二良・水野義之
増田佑馬

☎34‒8719

朝日コミュニティセンター センター長（兼）
友広家延

センター長補佐（兼）
河瀬慎人

課員（兼）
和田幸也☎34‒7771

地域創生室 室長（兼）
友広家延

室長補佐
岡田寿子

課員
中村英哲・宮﨑りの☎34‒8714

公共交通対策室 室長（兼）
友広家延

室長補佐
河合　智

課員
西森千尋☎34‒8722

企画財政課
課長
友広家延

課長補佐
河瀬慎人

課員
和田幸也・西　益男・駒野裕子
林　彰紀☎34‒8702

防災安全課 課長
齋藤健治

課長補佐
上坂健一

課員
安井正樹・鈴木亜紀子・中島悠太☎34‒8721

町長公室 室長（兼）
石田和也

室長補佐
伊部由三

課員
山口祐子

運転手
松村　修☎34‒8728

庁舎建設室 室長（兼）
石田和也

室長補佐
新谷　満

課員
鷲田久憲☎34‒8711

総務課
課長
石田和也

課長補佐（人事）
岡山克大

課長補佐（行政）
宮川泰昌

課員
中西亜由美・大橋伸也・青山晴彦
大鎌延浩

☎34‒8700

情報統計室 室長（兼）
石田和也

室長補佐
佐々木貴久

課員
木村良太・上野一誠☎34‒8701

図書館越前分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

館長補佐（司書）（兼）
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712

令和2年度越前町職員組織図

課長
荒井基志

課長補佐（住宅政策）
宮永裕次
課長補佐（移住定住）
山口和美

課員
古﨑竜司・水島美奈・左近知也
大久保佳輝定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
文室小百合☎32‒7712

議　会
議会事務局長

次長
轟久美子

書記
杉森　匡

総務理事
畑　雅樹

杉本恭伸

町　長
内藤俊三

副町長
野　賢一

民生理事
佐々木靖郎

スポーツ振興課
課長
松村徹治

課長補佐
北島崇行

課員
川端雅旭・竹内美幸・三谷元騎
渡辺晃大☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

就労支援室 室長（兼）
髙木剛彦

室長補佐
牛若千鶴

課員
山口堅悟

課員（兼）
山川恭佳☎34‒8705

課長
髙木剛彦

課長補佐
森﨑千春

課員
上坂佳一・小山喜世美・小辻和正
山川恭佳・吉田昌史

商工観光課
☎34‒8720

課長
水島博之

課長補佐（農政）
尾澤正章
課長補佐（農林水産）
小河宗基

課員
木原尚裕・藤田智広・坂下哲哉
竹内敏雄・牧田茂晴・浜野宏次
宮﨑みか・幸山流気・上坂健太郎

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
牧田芳広 産

　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
吉田純子

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
久保理惠子

派 遣 職 員

福井県
畑　優器・小林宏光

（一財）越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介・三田村保夫
神谷宗典

福井県地方税滞納整理機構（兼）
竹内史哉

（一社）越前町観光連盟
福澤秀一・毛利裕昭

鯖江広域衛生施設組合
大矢康一

図書館 館長心得
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
堀　大介

学芸員
小辻陽子・村上雅紀☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（併）
林　和美

館長補佐（併）
北野宗昭

課員（併）
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（併）
河合純子

館長補佐（併）
小道世知紀

課員（併）
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵
事務補助員（併）
道畑直和☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（併）
谷口浩之

館長補佐（併）
山田宗治

課員（併）
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員（併）
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
鈴木恵美

次長（兼）
三七広樹

課員（兼）
佐々木由里・安井明希子・橘　研吾
西端沙紀☎34‒2000

生涯学習課
課長
鈴木恵美

課長補佐
三七広樹

課員
佐々木由里・安井明希子・橘　研吾
西端沙紀☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
山田幸一

栄養士
野村晶子・宮下拓翔

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0061

宮崎中学校 用務員
宮川幸代☎32‒2032

織田中学校 用務員
森川陽子☎36‒0059

朝日小学校 用務員
京藤直美☎34‒0031

糸生小学校 用務員
進士利栄☎34‒5002

常磐小学校 用務員
相馬はるみ☎34‒1374

城崎小学校 用務員
大川好枝☎37‒1031

織田小学校 用務員
磯網美代子☎36‒0019

萩野小学校 用務員
渡辺奈保美☎36‒0028

国際交流室 室長（兼）
鈴木恵美

室長補佐（兼）
三七広樹

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
佐々木由里☎34‒8713

学校教育課

課長
菅原辰彦

課長補佐
水島友樹

課員
松島顕子・佐々木浩子・正木俊行
髙木浩輔・久保伶奈
指導主事
川崎恵理☎34‒8716

会計管理者
山下和信

会　計　課 課長
岡田正一

課長補佐
稲田明美

課員
井上真穂☎34‒8706

会計理事（兼）
山下和信

税　務　課
課長
津田豊申

課長補佐（課税）
山内了輔
課長補佐（納税）
笠川晃央

課員
武田喜之・中倉京子・森下千尋
坂下由美子・大鎌瑞奈・水嶋康志郎
松田貴之・竹内史哉・松井千尋☎34‒8709

会
計
部
門

課長
佐々木訟覚

課長補佐（上水）
久保義治
課長補佐（下水）
清水英一

課員
牧野正克・小西智弘・阪下倫夫
佐々木岳大・谷口悦子・上平圭太
堀　隆弘

上下水道課
☎34‒8707

建設理事
山谷芳一

建
　設
　部
　門

建　設　課

課長
山口隆司

課長補佐（朝日･宮崎）
大橋直人

課員
伊部茂幸・黒﨑一哉・森下智晴
渡辺大作・冨田洋輔・奥山友梨香
技術補助員
小川　茂

課長補佐（越前･織田）
毛利章憲

☎34‒8703

地域包括
支援センター

センター長
黒田とみ子

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
増田潤一郎

ホームヘルパー
掃部智子

介護福祉士
水島由紀・姉﨑加奈子☎34‒8729

子育て世代
包括支援センター

センター長
吉田直子

保健師
岡田明代・坂尻友梨佳
栄養士
出倉愛実☎34‒8821

健康保険課

課長
出口博美

課長補佐
（国保・年金・後期高齢）
川嶋孝史

課員
木原千晶・見谷理奈・上野孝則
堀内文夫・下仲　翔・村上広樹

課長補佐（介護）
水島伸也

保健師
髙島幸恵・南　七恵
栄養士
榎本博美
事務補助員
川上清恵

ホームヘルパー
高橋浩子

課長補佐（健康増進）
中上由美

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
田邉香織☎32‒2323

宮崎児童館 館長
田邉香織

主任児童厚生員
松葉雪枝☎32‒2323

小曽原保育所 所長
芝田優子

保育士
谷口万絵・小荒繁美・与坂悠子☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
西村千香子

保育士
高原律子・堀　京子・齋藤忠良・三村彰信
近藤泰子・佐々木葵・永谷沙織・酒井基圭☎32‒2067

朝日南保育所
所長
牧野由美恵

保育士
北島優子・福岡沙織・青山裕美
八田あずさ

調理員
齊藤ひろみ

☎34‒1614

朝日西保育所
所長
竹内喜美

保育士
青山美智代・月田有香・中山貴世・谷口育代
木下祐子・鈴木知恵

☎34‒5602

福祉課

課長
原　雅哉

課長補佐（児童福祉）
菅原多恵
課長補佐（社会・高齢福祉）
林　康彦

課員
後藤邦枝・柴矢昌美・山﨑充晃
黒田麻里・齋藤　尭・山田朋美
飛田莉奈江・坂下彩音

保健師
木下里美

児童家庭相談員（兼）
田邉香織☎34‒8725

男女共同参画・人権室 室長（兼）
臥龍岡尊哉

室長補佐（兼）
髙木裕見子

課員（兼）
髙松千鶴☎34‒8715

住民環境課
課長
臥龍岡尊哉

課長補佐（住民）
髙木裕見子
課長補佐（環境）
中村弘和

課員
森﨑さゆり・髙松千鶴・清水拓郎
野　哲治・加藤条太郎・杉本夕葉

☎34‒8708

室長
林　和美

室長補佐
北野宗昭

課員
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

織田住民
サービス室

センター長（兼）
林　和美

センター長補佐（兼）
北野宗昭
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

織田コミュニティ
センター

☎36‒1111

☎36‒7711

室長
河合純子

室長補佐
小道世知紀

課員
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵
事務補助員（兼）
道畑直和

事務補助員（兼）
道畑直和

越前住民
サービス室

センター長（兼）
河合純子

センター長補佐（兼）
小道世知紀
（地域防災担当）

課員（兼）
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵越前コミュニティ

センター
☎37‒1501

☎37‒7711

室長
谷口浩之

室長補佐
山田宗治

課員
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員
石川智美

宮崎住民サービス室

センター長（兼）
谷口浩之

センター長補佐心得（兼）
山田宗治
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員
石川智美

宮崎コミュニティ
センター

☎32‒2000

☎32‒7711

監理課
課長
佐々木直人

課長補佐（入札・検査）
安井俊幸
課長補佐（施設）
中村あい

課員
上山和美・山本周二良・水野義之
増田佑馬

☎34‒8719

朝日コミュニティセンター センター長（兼）
友広家延

センター長補佐（兼）
河瀬慎人

課員（兼）
和田幸也☎34‒7771

地域創生室 室長（兼）
友広家延

室長補佐
岡田寿子

課員
中村英哲・宮﨑りの☎34‒8714

公共交通対策室 室長（兼）
友広家延

室長補佐
河合　智

課員
西森千尋☎34‒8722

企画財政課
課長
友広家延

課長補佐
河瀬慎人

課員
和田幸也・西　益男・駒野裕子
林　彰紀☎34‒8702

防災安全課 課長
齋藤健治

課長補佐
上坂健一

課員
安井正樹・鈴木亜紀子・中島悠太☎34‒8721

町長公室 室長（兼）
石田和也

室長補佐
伊部由三

課員
山口祐子

運転手
松村　修☎34‒8728

庁舎建設室 室長（兼）
石田和也

室長補佐
新谷　満

課員
鷲田久憲☎34‒8711

総務課
課長
石田和也

課長補佐（人事）
岡山克大

課長補佐（行政）
宮川泰昌

課員
中西亜由美・大橋伸也・青山晴彦
大鎌延浩

☎34‒8700

情報統計室 室長（兼）
石田和也

室長補佐
佐々木貴久

課員
木村良太・上野一誠☎34‒8701

図書館越前分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

館長補佐（司書）（兼）
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712
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課長
荒井基志

課長補佐（住宅政策）
宮永裕次
課長補佐（移住定住）
山口和美

課員
古﨑竜司・水島美奈・左近知也
大久保佳輝定住促進課

☎34‒8727

図書館織田分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
阿部祥子☎36‒2288

図書館宮崎分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

司書
文室小百合☎32‒7712

議　会
議会事務局長

次長
轟久美子

書記
杉森　匡

総務理事
畑　雅樹

杉本恭伸

町　長
内藤俊三

副町長
野　賢一

民生理事
佐々木靖郎

スポーツ振興課
課長
松村徹治

課長補佐
北島崇行

課員
川端雅旭・竹内美幸・三谷元騎
渡辺晃大☎34‒8730

総
　
　
　
　務
　
　
　
　部
　
　
　
　門

民
　
　
　
　
　生
　
　
　
　
　部
　
　
　
　
　門

就労支援室 室長（兼）
髙木剛彦

室長補佐
牛若千鶴

課員
山口堅悟

課員（兼）
山川恭佳☎34‒8705

課長
髙木剛彦

課長補佐
森﨑千春

課員
上坂佳一・小山喜世美・小辻和正
山川恭佳・吉田昌史

商工観光課
☎34‒8720

課長
水島博之

課長補佐（農政）
尾澤正章
課長補佐（農林水産）
小河宗基

課員
木原尚裕・藤田智広・坂下哲哉
竹内敏雄・牧田茂晴・浜野宏次
宮﨑みか・幸山流気・上坂健太郎

農林水産課
☎34‒8704

産業理事
牧田芳広 産

　業
　部
　門

教
　
　
　
　
　
　育
　
　
　
　
　
　委
　
　
　
　
　
　員
　
　
　
　
　
　会

教育委員会事務局長
吉田純子

民
　
　生
　
　部
　
　門

教育長
久保理惠子

派 遣 職 員

福井県
畑　優器・小林宏光

（一財）越前町公共施設管理公社
松本　淳・早坂英介・三田村保夫
神谷宗典

福井県地方税滞納整理機構（兼）
竹内史哉

（一社）越前町観光連盟
福澤秀一・毛利裕昭

鯖江広域衛生施設組合
大矢康一

図書館 館長心得
藤﨑健一

館長補佐（司書）
堤　和代☎34‒0395

文化歴史館 館長補佐
堀　大介

学芸員
小辻陽子・村上雅紀☎36‒2288

生涯学習センター
織田分館

館長（併）
林　和美

館長補佐（併）
北野宗昭

課員（併）
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

☎36‒7712

生涯学習センター
越前分館

館長（併）
河合純子

館長補佐（併）
小道世知紀

課員（併）
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵
事務補助員（併）
道畑直和☎37‒7712

生涯学習センター
宮崎分館

館長（併）
谷口浩之

館長補佐（併）
山田宗治

課員（併）
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員（併）
石川智美☎32‒7712

生涯学習
センター

所長（兼）
鈴木恵美

次長（兼）
三七広樹

課員（兼）
佐々木由里・安井明希子・橘　研吾
西端沙紀☎34‒2000

生涯学習課
課長
鈴木恵美

課長補佐
三七広樹

課員
佐々木由里・安井明希子・橘　研吾
西端沙紀☎34‒2000

越前町学校
給食センター

次長
山田幸一

栄養士
野村晶子・宮下拓翔

☎32‒3301

朝日中学校 用務員
西野ひとみ☎34‒0061

宮崎中学校 用務員
宮川幸代☎32‒2032

織田中学校 用務員
森川陽子☎36‒0059

朝日小学校 用務員
京藤直美☎34‒0031

糸生小学校 用務員
進士利栄☎34‒5002

常磐小学校 用務員
相馬はるみ☎34‒1374

城崎小学校 用務員
大川好枝☎37‒1031

織田小学校 用務員
磯網美代子☎36‒0019

萩野小学校 用務員
渡辺奈保美☎36‒0028

国際交流室 室長（兼）
鈴木恵美

室長補佐（兼）
三七広樹

課員
モハマドシャイリル

課員（兼）
佐々木由里☎34‒8713

学校教育課

課長
菅原辰彦

課長補佐
水島友樹

課員
松島顕子・佐々木浩子・正木俊行
髙木浩輔・久保伶奈
指導主事
川崎恵理☎34‒8716

会計管理者
山下和信

会　計　課 課長
岡田正一

課長補佐
稲田明美

課員
井上真穂☎34‒8706

会計理事（兼）
山下和信

税　務　課
課長
津田豊申

課長補佐（課税）
山内了輔
課長補佐（納税）
笠川晃央

課員
武田喜之・中倉京子・森下千尋
坂下由美子・大鎌瑞奈・水嶋康志郎
松田貴之・竹内史哉・松井千尋☎34‒8709

会
計
部
門

課長
佐々木訟覚

課長補佐（上水）
久保義治
課長補佐（下水）
清水英一

課員
牧野正克・小西智弘・阪下倫夫
佐々木岳大・谷口悦子・上平圭太
堀　隆弘

上下水道課
☎34‒8707

建設理事
山谷芳一

建
　設
　部
　門

建　設　課

課長
山口隆司

課長補佐（朝日･宮崎）
大橋直人

課員
伊部茂幸・黒﨑一哉・森下智晴
渡辺大作・冨田洋輔・奥山友梨香
技術補助員
小川　茂

課長補佐（越前･織田）
毛利章憲

☎34‒8703

地域包括
支援センター

センター長
黒田とみ子

センター長補佐
谷﨑美香世

保健師
増田潤一郎

ホームヘルパー
掃部智子

介護福祉士
水島由紀・姉﨑加奈子☎34‒8729

子育て世代
包括支援センター

センター長
吉田直子

保健師
岡田明代・坂尻友梨佳
栄養士
出倉愛実☎34‒8821

健康保険課

課長
出口博美

課長補佐
（国保・年金・後期高齢）
川嶋孝史

課員
木原千晶・見谷理奈・上野孝則
堀内文夫・下仲　翔・村上広樹

課長補佐（介護）
水島伸也

保健師
髙島幸恵・南　七恵
栄養士
榎本博美
事務補助員
川上清恵

ホームヘルパー
高橋浩子

課長補佐（健康増進）
中上由美

☎34‒8710

宮崎子育て支援センター 所長（兼）
田邉香織☎32‒2323

宮崎児童館 館長
田邉香織

主任児童厚生員
松葉雪枝☎32‒2323

小曽原保育所 所長
芝田優子

保育士
谷口万絵・小荒繁美・与坂悠子☎32‒2039

宮崎中央保育所
所長
西村千香子

保育士
高原律子・堀　京子・齋藤忠良・三村彰信
近藤泰子・佐々木葵・永谷沙織・酒井基圭☎32‒2067

朝日南保育所
所長
牧野由美恵

保育士
北島優子・福岡沙織・青山裕美
八田あずさ

調理員
齊藤ひろみ

☎34‒1614

朝日西保育所
所長
竹内喜美

保育士
青山美智代・月田有香・中山貴世・谷口育代
木下祐子・鈴木知恵

☎34‒5602

福祉課

課長
原　雅哉

課長補佐（児童福祉）
菅原多恵
課長補佐（社会・高齢福祉）
林　康彦

課員
後藤邦枝・柴矢昌美・山﨑充晃
黒田麻里・齋藤　尭・山田朋美
飛田莉奈江・坂下彩音

保健師
木下里美

児童家庭相談員（兼）
田邉香織☎34‒8725

男女共同参画・人権室 室長（兼）
臥龍岡尊哉

室長補佐（兼）
髙木裕見子

課員（兼）
髙松千鶴☎34‒8715

住民環境課
課長
臥龍岡尊哉

課長補佐（住民）
髙木裕見子
課長補佐（環境）
中村弘和

課員
森﨑さゆり・髙松千鶴・清水拓郎
野　哲治・加藤条太郎・杉本夕葉

☎34‒8708

室長
林　和美

室長補佐
北野宗昭

課員
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

織田住民
サービス室

センター長（兼）
林　和美

センター長補佐（兼）
北野宗昭
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木桂子・下仲順子・吉田卓矢

織田コミュニティ
センター

☎36‒1111

☎36‒7711

室長
河合純子

室長補佐
小道世知紀

課員
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵
事務補助員（兼）
道畑直和

事務補助員（兼）
道畑直和

越前住民
サービス室

センター長（兼）
河合純子

センター長補佐（兼）
小道世知紀
（地域防災担当）

課員（兼）
森下亜希子・牧田千佳・山下祥兵越前コミュニティ

センター
☎37‒1501

☎37‒7711

室長
谷口浩之

室長補佐
山田宗治

課員
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員
石川智美

宮崎住民サービス室

センター長（兼）
谷口浩之

センター長補佐心得（兼）
山田宗治
（地域防災担当）

課員（兼）
佐々木ひとみ・高原健二
事務補助員
石川智美

宮崎コミュニティ
センター

☎32‒2000

☎32‒7711

監理課
課長
佐々木直人

課長補佐（入札・検査）
安井俊幸
課長補佐（施設）
中村あい

課員
上山和美・山本周二良・水野義之
増田佑馬

☎34‒8719

朝日コミュニティセンター センター長（兼）
友広家延

センター長補佐（兼）
河瀬慎人

課員（兼）
和田幸也☎34‒7771

地域創生室 室長（兼）
友広家延

室長補佐
岡田寿子

課員
中村英哲・宮﨑りの☎34‒8714

公共交通対策室 室長（兼）
友広家延

室長補佐
河合　智

課員
西森千尋☎34‒8722

企画財政課
課長
友広家延

課長補佐
河瀬慎人

課員
和田幸也・西　益男・駒野裕子
林　彰紀☎34‒8702

防災安全課 課長
齋藤健治

課長補佐
上坂健一

課員
安井正樹・鈴木亜紀子・中島悠太☎34‒8721

町長公室 室長（兼）
石田和也

室長補佐
伊部由三

課員
山口祐子

運転手
松村　修☎34‒8728

庁舎建設室 室長（兼）
石田和也

室長補佐
新谷　満

課員
鷲田久憲☎34‒8711

総務課
課長
石田和也

課長補佐（人事）
岡山克大

課長補佐（行政）
宮川泰昌

課員
中西亜由美・大橋伸也・青山晴彦
大鎌延浩

☎34‒8700

情報統計室 室長（兼）
石田和也

室長補佐
佐々木貴久

課員
木村良太・上野一誠☎34‒8701

図書館越前分館 館長心得（兼）
藤﨑健一

館長補佐（司書）（兼）
堤　和代

事務補助員
山﨑美保子☎37‒7713

議会事務局
☎34‒8712

消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http://www.fd-sabaenyu.jp/

消防車両が新しくなりました
　越前消防団宮崎地区第4分団車と織田地区第3分団車が新しくなりました。
　両消防ポンプ車は、四輪駆動オートマチック車で、毎分2,000ℓ以上の放水が可能です。車両に搭載された
赤色灯、作業灯、照明灯はすべて LEDが採用されていて、車載バッテリーへの負担を軽減しつつ、夜間活動
時の視認性でも高い性能を発揮します。またチェーンソーやハンディブレーカーなどの破壊器具やアルミ製2
連梯子を搭載していて、自然災害による倒壊建物からの救助にも対応できるようになっています。

▲新しくなった消防ポンプ車 ▲引渡式の様子 ▲新車両からの放水披露

織田地区第3分団消防施設が完成しました
　3月28日、大王丸区に越前消防団織田地区第3分団消防施設が完成し、落成式が行われました。
　落成式では、織田地区第3分団大島分団長が「この機能的な施設を十分活用し、多様な災害に対応していけ
るよう今まで以上に地域住民のために精進していきたい。」と謝辞を述べ、防火・防災の決意を新たにしました。
　この消防施設は、消防車庫、防災資材置場とホース乾燥塔だけでなく、団員の教育、訓練のための会議室お
よび防災訓練室が備えてあり、機能の充実化が計られています。

▲織田地区第3分団消防施設 ▲謝辞を述べる大島分団長

天宝女性消防隊が優良婦人消防隊に選ばれました
　第72回日本消防協会定例表彰で、越前町天宝女性
消防隊が優良婦人消防隊（表彰旗）を受賞しました。
　また、3月25日には、内藤町長に受賞の喜びを報告
しました。
　越前町の優良婦人消防隊受賞は、宮崎西地区女性消
防隊、米ノ女性消防隊、小川女性消防隊、宮崎東地区
の受賞に続き、5年連続の受賞となります。

▲内藤町長との記念撮影

町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん

広報 えちぜん 8広報 えちぜん9 令和 ２ 年 ５ 月号令和 ２ 年 ５ 月号



マイナちゃんの　 ポイントマイナンバー
ワン

今月のマイナンバーカード休日交付窓口は、5月24日（日）です。
ご予約は、22日（金）までに住民環境課（☎34–8708）へお願いします。

持ってほしイ～ナ　マイナちゃんの「マイナンバーカードは、〇〇の人におすすめ！」 持ってほしイ～ナ　マイナちゃんの「マイナンバーカードは、〇〇の人におすすめ！」 
今月は、『ステイホーム』の人におすすめ！新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため外出を控えている人も、
お持ちのパソコンやスマートフォンでご自宅から簡単に申請できます。受取は、新型コロナウイルスが落ち着い
てからでもだいじょうぶです。スマートフォン用ＱＲコード付きの申請書を希望される方はご連絡ください。

男女共同参画・人権のとびら

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

Vol.45

　男女共同参画・人権室では、
「認め合い男

ひ

女
と

の心をつなぐ
まち」をコンセプトに、学校
や地域での気づき事業を始め
いろいろな活動を行います。
　昨年の事業をまとめた「年
次報告書」を作成しました。
この報告書は、町ホームペー
ジに掲載するなど、男女共同
参画推進条例に基づいて毎年
作成し、公表しています。

　ご希望の人は、男女
共同参画・人権室へお
申し出ください。

さあ　はじめよう「認め合い」
認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　
自
分
の
人
権
・
他
人
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い

ま
す
か
。

　
身
近
な
生
活
の
中
で
、
人
権
問
題
で
は
な
い

か
と
感
じ
た
り
、
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
が

あ
っ
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

特
設
人
権
相
談
所
を
開
き
ま
す

日　
　
時　
6
月
1
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場　
　
所　
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

相
談
員　
丹
生
地
区
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ
先　
男
女
共
同
参
画
・
人
権
室

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
５

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
、
全
国
す
べ
て

の
自
治
体
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
の

住
民
票
な
ど
の
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
い
た
し

ま
す
。

　
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
停
止
の
お
知
ら
せ期　

　
日　
5
月
2
日
㈯
～
6
日
㈬

停
止
す
る
サ
ー
ビ
ス

　
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
、
戸
籍
の
附
票
、
印

鑑
登
録
証
明
書
、
税
証
明
の
交
付
サ
ー
ビ
ス
、

本
籍
地
へ
の
戸
籍
証
明
交
付
利
用
登
録
申
請
な

ど
の
全
て
の
サ
ー
ビ
ス

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

　
毎
年
5
月
に
、
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
個
別
に
動
物
病
院
で

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
中
止
に
つ
い
て

日　
　
時　
６
月
23
日
㈫
～
１
月
26
日
㈫

　
　
　
　
　
毎
週
火
曜
日　
午
後
7
時
～
9
時

場　
　
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象
者

　
聴
覚
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に
熱
意
が
あ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人

　
①
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課
程
修
了
者

　
②
全
国
手
話
検
定
試
験
4
級
を
有
す
る
人

定　
　
員　
20
人

受
講
料　
無
料

内　
　
容　
実
技
24
回
、
講
義
３
回

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
人
は
、

申
請
に
よ
り
、
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税

が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
限
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
減
免
申
請
の
期
間

を
6
月
30
日
㈫
ま
で
延
長
し
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
通
院
証
明
書
な
ど
の
添
付
書
類
に
代

え
て
、
通
院
等
申
出
書
に
よ
る
申
請
で
も
受
け

　

施
設
の
耐
震
補
強
工
事
に
伴
い
、
越
前
陶

芸
村
文
化
交
流
会
館
が
次
の
日
程
で
休
館
し

ま
す
。

　
期
間
中
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
基
礎
課
程
）
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
期
間
延
長
の
お
知
ら
せ

越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
長
期
休
館
の
お
知
ら
せ

申
込
期
限　
5
月
29
日
㈮

申
込
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

付
け
ま
す
の
で
、
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
福
井
県
税
事
務
所
ま
た
は
税
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
福
井
県
税
事
務
所
自
動
車
税
Ｇ（
自
動
車
税
）

　
　
☎
０
７
７
６‒

２
１‒

８
２
７
４

　
税
務
課
（
軽
自
動
車
税
）

　
　
☎
３
４‒

８
７
０
９

休
館
期
間

　
10
月
1
日
か
ら

　
令
和
3
年
3
月
31
日
（
予
定
）

問
合
せ
先

　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

　
☎
３
２‒

３
２
０
０

※予定のため、変更になる場合があります。詳しくは各施設へお問い合せください。
5　　月 電話番号

（市外局番：0778）1㈮ 2㈯ 3㈰ 4㈪ 5㈫ 6㈬

朝
日
地
区

福井総合植物園プラントピア △ △ △ △ △ △ 34–1120
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 × × × × × × 34–2850
越前町老人福祉センター「幸若苑」 × × × × × × 34–2095
糸生温泉「泰澄の杜」 × × × × × × 34–2322

宮
崎
地
区

越前陶芸村文化交流会館 × × × × × × 32–3200
福井県陶芸館 × × × × × ×

32–2174
越前古窯博物館 × × × × × ×
越前焼の館 〇 × × × × × 32–2199
花みずき温泉「若竹荘」 × × × × × × 32–2753
おもいでなファーム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 32–3545
越前町老人憩いの家「陶寿園」 × × × × × × 32–3105

越
前
地
区

道の駅「越前」 × × × × × ×
37–2360越前温泉露天風呂「漁火」 × × × × × ×

アクティブハウス越前 × × × × × ×
越前がにミュージアム × × × × × × 37–2626
越前うおいち × × × × × × 37–2500
越前温泉「なぎさの湯」 × × × × × × 37–0637
越前温泉「道の湯」 × × × × × × 37–2260
越前温泉露天風呂「日本海」 × × × × × × 39–1126
越前岬水仙ランド △ △ △ △ △ △ 37–2501
ガレットカフェＨＡＺＥ × × × × × × 37–1112

織
田
地
区

織田文化歴史館 × × × × × × 36–2288
雨田光平記念館 × × × × × × 36–2666
オタイコ ･ ヒルズ × × × × × × 36–2061
悠久ロマンの杜 × × × × × × 36–2050

○：通常営業　　×：休館　　△：建物は閉館

ゴールデンウィークの観光施設営業日のご案内

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ
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越前町自殺対策計画を策定しました越前町自殺対策計画を策定しました

こころといのちの相談先

町では、保健医療関係者や教育関係者、福祉関係者などの代表者からなる
越前町自殺対策計画策定委員会からの意見を踏まえて、越前町自殺対策計画を作成しました。

計画の趣旨

越前町の自殺の現状 施策の概要

　平成28年に改正された「自殺対策基本法」により、市町
村が地域の実情を勘案して「自殺対策についての計画」を
定め、自殺対策に取り組むこととなりました。町においても、
町民一人一人が自殺への理解を深め、自殺対策を総合的に
推進するために「越前町自殺対策計画」を策定しました。

●平成21年から平成30年までの年間平均
自殺者数は4.9人です。 男女比は男性
75.5％、女性24.5％です。

●自殺の背景には、病気の悩みなどの健
康問題、失業、生活苦・多重債務など
の経済生活問題、過労、職場の人間関
係などの勤務問題など様々な要因が複
雑に絡み合っています。

こころの相談
（専門家による相談）

■	ホッとサポートふくい
　（福井県総合福祉相談所）

☎0776–26–4400
月～金  9：00 〜 17：00

■	心をいやす相談会 
　（越前町健康保険課）

面接相談 予約制 毎月1回
☎0778–34–8710

■	心の健康相談会
	 （福井県丹南健康福祉センター）

精神科医による面接相談
予約制  毎月2回
☎0778–51–0034

■	よりそいホットライン
☎0120–279–338

（フリーダイヤル）                 
専門の相談員が24時間対応

高齢者に関する相談
■	越前町地域包括支援センター

☎0778–34–8729
月～金  8：30 〜 17：15

子ども・子育てに関する相談
■	越前町子育て包括支援センター

☎0778–34–8821
月～金  8：30 〜 17：15

パートナーからの暴力に
関する相談

■	福井県生活学習館（相談専用）
☎0776–41–7111
　0776–41–7112
火～日（第3日曜除く）
9：00 〜 16：45

■	福井県総合福祉相談所　
こども・女性支援課
☎0776–24–6261
月～金  8：30 〜 22：00

■	福井県警本部警察安全相談室
☎0776–26–9110
プッシュ式  ＃9110
24時間受付

法律に関する相談
■	法テラス福井
　（日本司法支援センター福井地方事務所）

☎050–3383–5475  無料
月～金  9：00 〜 17：00

こころとからだの相談
（保健師による相談）

■	越前町健康保険課
☎0778–34–8710
月～金  8：30 〜 17：15

■	福井県丹南健康福祉センター
☎0778–51–0034　　　
月～金  8：30 〜 17：15

生活困窮・生活保護・
障がい等に関する相談　

■	越前町福祉課
☎0778–34–8725
月～金  8：30 〜 17：15

■	くらしの困りごと相談会
　（越前町社会福祉協議会）

☎0778–34–2388
毎月第1、3火曜日
13：00 〜 16：00

障がいに関する相談　
■（福）光道園 越前町相談
	 支援センターさざんか

☎0778–34–2501
月〜金  8：30 〜 17：15

多重債務などに関する相談
■	福井県消費生活センター

☎0776–22–1102
月～金  9：00 〜 17：00

ひとりで悩まないでください！
■	24時間子供 SOS ダイヤル
　（子ども悩み相談）

☎0776–51–0511
☎0120–0–78310

（フリーダイヤル）
■	ひきこもり地域支援センター

☎0776–26–4400
月～金  9：00-17：00

■	福井県発達障害児者支援
センター  スクラム福井
☎0776–22–0370
月～金  9：00 〜 17：00

■	福井被害者支援センター
☎0120–783–892（フリーダイヤル）
月～土  10：00 〜 16：00

■	自死遺族の会
　（アルメリアの会）

☎090–9448–4668（事務局）
☎0776–24–5135

（ほっとサポートふくい）

　困りごと・悩んでいる人に気づく人材を育成し、地域にある
様々な相談先や社会資源につなげ、見守る体制を推進します。
●地域におけるネットワークの強化
●自殺対策を支える人材の育成
●町民への啓発と周知
●生きることの促進要因への支援
●児童生徒の SOS の出し方に関する教育
●高齢者、生活困窮者、子ども・若者、勤務・経営者への支援

計画の期間
令和2年度から令和7年度までの6年間

計画目標
　令和7年末までに、平成 26年の自殺死亡率
25.7から13.5以下（約46％減）に減少させる
ことを目標とします。

～誰も自殺に追い込まれることのない町を目指して～

基準値
平成26年

目標値
令和7年

自殺死亡率
（人口10万人対） 25.7 13.5以下

年間自殺者数 6人 3人以下

問合せ先　健康保険課　☎34–8710

★計画書の詳細は町ホームページ
でご覧いただけます。

問合せ先　健康保険課　☎34–8710

令和2年度の
「健康診査・がん検診」延期のお知らせ

●新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、5月1日現在で、

県内医療機関での検診実施は見合わせており、集団検診の開始

時期も遅らせている現状です。

	 それに伴い、毎年5月にお送りしている健康診査・がん検診の

受診券について、今年は送付を行っておりません。

●事態が収束し、受診体制が整い次第、健康診査・がん検診の開

始時期について、改めて広報えちぜんや町ホームページなどで

お知らせさせていただきます。

●また、国民健康保険・後期高齢者医療保険対象者の人間ドック

については、現在、電話での仮予約も受付けておりますが、今

後の感染症発生状況などにより、医療機関によっては人間ドッ

クそのものが中止になる場合もありますので、ご了承ください。

受診を予定されていたみなさまには大変申し訳ございませんが、

ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

広報 えちぜん13 令和 ２ 年 ５ 月号

I n f o r m a t i o nえちぜん
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家族がテーマの本です家族がテーマの本です
図書館だ

より

子育て世代包括支援センターだより子育て世代包括支援センターだより
││ ││

││
├├ ├├

├├

問合せ先　子育て世代包括支援センター
	 ☎34–8821

すくすく教室が始まります

　「すくすく教室」は、1歳のお誕生日を迎えるお子さんと保護者を対象とし、歯が生え始めたお子さ
んの歯のケアの方法について歯科衛生士さんからお話を聞ける教室です。保育所入所や仕事復帰など、
生活環境も大きく変わるこの時期にお母さん同士の情報交換や気になることの相談もできます。

  対象者
10 ～ 11か月の乳児とその保護者

（対象となるお子さまには、個別に通知します。）

  令和2年度の開催日（予定）
　 　 5 月28日　　  11月12日　
　 　 7 月16日　　  12月 3 日☆
　 　 9 月17日☆　  3 月11日

※すべて木曜日に開催予定です。☆のある日は、ハロー
ワークのスタッフから就職相談が受けられます。

	 就職など、お仕事についての相談がある人は、対象
者でなくても参加いただけますので、参加を希望さ
れる場合は、お問い合わせください。

  持ち物
母子健康手帳、ガーゼ、
家で使っている歯ブラシ

  スタッフ
保健師　管理栄養士　歯科衛生士

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医（午前9時から午後5時まで）
 5 月 3 日㈰ 織田病院 ☎36–1000

 5 月 4 日㈪ 織田病院 ☎36–1000

 5 月 5 日㈫ 織田病院 ☎36–1000

 5 月 6 日㈬ 織田病院 ☎36–1000

 5 月10日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774

 5 月17日㈰ 織田病院 ☎36–1000

 5 月24日㈰ 伊部病院 ☎34–0220

 5 月31日㈰ 藤田医院 ☎34–0044

※変更になる場合があります。受診前にご確認ください。

♠心をいやす相談会（予約制）
 5 月19日㈫ 午前 9 時30分～正午 朝日保健センター（朝寿殿）

※電話相談になる場合があります。

♥離乳食教室（予約制）
 5 月27日㈬ 午前 9 時30分〜正午 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとの座談会（予約制）
 5 月20日㈬ 午前 9 時30分〜正午 宮﨑子育て支援センター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥子育て世代包括支援センター	☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♦子育てサロン

毎週水、金 午前 9 時30分〜 11時30分 社会福祉センター

※5月6日までは中止

♦くらしの困りごと相談会

相談会は中止
電話対応になります

毎週月〜土
午前 8 時30分～
午後 5 時30分

越前町社会福祉協議会
☎34–2388（代表）

♦無料法律相談会（予約制）

相談会は中止
電話対応になります

平日のみ
午前 9 時～午後 5 時
※事前予約が必要です

福井弁護士会　
☎0776–23–5255

　5月は、5日が「こどもの日」、10日が「母の日」、6月は
6日が「兄の日」、21日が「父の日」と、この期間は家族に
ちなんだ記念日が多くあります。また、毎月第3日曜日は「家
族の日」です。図書館では、家族をテーマにした本や子育
ての本を紹介します。読書を通じて、家族・親子のふれあ
いを深めるきっかけとしてはいかがでしょうか。

問合せ先問合せ先
町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

一　　般　　書
銀河鉄道の父…………………………………… 門井　慶喜

女の子が生きていくときに、覚えていてほしいこと
………………………………………………… 西原　理恵子

とんび……………………………………………… 重松　清

ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー

（ティーンズ向け）……………………… ブレイディみかこ

児　　童　　書
パパ、お月さまとって !
……………… エリック・カール

ちいさなあなたへ
……………… アリスン・マギー

きょうはなんのひ ?
………………………瀬田　貞二

※本の貸出期間延長は1回に限り可能です。予約がなければ2週間延長できます。

問合せ先　地域包括センター　☎34‒8729

新型コロナウイルスなどで外出する機会が減り、家でごろごろ、運動不足になっていませんか？
自宅でも簡単にできる運動をご紹介します。一度試して運動不足を解消しましょう。

体力や体調に合わせて、無理をしないよう注意しながら行いましょう。

腕立て伏せ
膝や腰が痛い人は、
壁に向かって行った
り、膝をついてやっ
てみましょう。

スクワット
4秒間かけてゆっくり腰を落と
し、また4秒間をかけて元に戻
します。

ひざ伸ばし
椅子に座り、両手で椅子の座面
前側を押さえ、両足は肩幅ぐら
いにゆっくり開きましょう。
足が床と平行になるように力を
入れて4秒間で上げ、また、4
秒間かけて元に戻します。

上半身の運動 下半身の運動

運動不足を
解消しましょう

簡単なエクササイズ
家でもできる

・ゆっくり8秒間声に出して数えましょう

・10回で1セット、週に3回以上が目標

介護のおはなし会、わいわい広場は中止となります

I n f o r m a t i o nえちぜん
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広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 5月は実施しません 34–5602

朝 日 南 保 育 所 5月は実施しません 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 5月は実施しません 34–0081

あさがお保育園 5月は実施しません 34–1110

宮崎中央保育所 5月は実施しません 32–2067

小 曽 原 保 育 所 5月は実施しません 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 5月は実施しません 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 5月は実施しません 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 5月は実施しません 37–0305

織 田 保 育 所 5月は実施しません 36–0160

はぎのこども園 5月は実施しません 36–0396

た い ら 保 育 園 5月は実施しません 36–0251
※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
4
月
15
日
現
在
）

（
4
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（4月1日現在）

人　口	 21,218人

　男	 10,322人
　女	 10,896人
世帯数	 7,271戸

（前月より60人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

　
こ
の
写
真
は
、町
の
特
産
品
で
あ
る
た
け
の
こ

の
朝
掘
り
の
様
子
で
す
。

　
4
月
10
日
の
早
朝
、大
西
義
孝
さ
ん（
広
野
区
）

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
宮
崎
地
区
の
た
け
の
こ
は
、粘
土
質
の
赤
土
で

育
つ
た
め「
赤あ

か
子こ

」と
呼
ば
れ
、ア
ク
が
少
な
く
甘

く
て
柔
ら
か
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
今
年
は
表
年
に
当
た
り
、昨
年
よ
り
多
い
１
２

０
ト
ン
の
出
荷
が
見
込
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
大
西
さ
ん
は
、「
暖
冬
の
影
響
で
、一
週
間
ほ
ど

早
く
収
穫
が
始
ま
り
、大
き
さ
や
み
ず
み
ず
し
さ

も
申
し
分
な
い
出
来
。煮
物
や
た
け
の
こ
ご
飯
に

し
て
、甘
く
て
お
い
し
い
宮
崎
の
た
け
の
こ
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
」と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
世
界
中
に

広
が
り
、日
本
で
も
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
買
い
物
や
仕
事
に
は
出
か
け
ら
れ
て
も
、自
由

に
外
出
や
移
動
す
る
こ
と
は
自
粛
、飲
食
店
な
ど

の
多
く
は
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
の
糧
を
絶
た
れ
た
人
や
休
校
続
き
で
学

校
に
い
け
な
い
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
る
と

見
え
な
い「
敵
」を
恨
め
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、「
不
要
不
急
の

外
出
は
控
え
る
」「
こ
ま
め
に
手
洗
い
を
す
る
」「
密

閉
・
密
集
・
密
接
の
3
つ
の
密
を
避
け
る
」こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。み
ん
な
の
思
い
を
一
つ
に

し
て
、ワ
ン
チ
ー
ム
で
こ
の
状
況
を
乗
り
越
え
ま

し
ょ
う
。 編

集
後
記

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
8282

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編    

⑥⑥  

――

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

5月の越前町関連の番組放送予定

たんなんスマイルTV（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中 !

	 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも ?

Ｅ
子　
こ
ん
に
ち
は
。

学
Ｍ　
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
も
、
上う

え

野の

順じ
ゅ
ん

藝げ
い（
丹た

ん

山ざ
ん

）
の

生
涯
に
つ
い
て
、ご
紹
介
し
ま
す
。

	

文
化
二
年（
一
八
〇
五
）、
二
一
歳
に
な
っ
た
順

藝
は
京
都
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

Ｅ
子　
そ
れ
ま
で
、順
藝
は
浄
勝
寺
に
い
た
の
で
す
か
。

学
Ｍ　
実
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
順
藝
は
六
歳

の
時
に
、深じ

ん

励れ
い

の
弟
子
と
な
り
ま
し
た
。一
般
的

に
、江
戸
時
代
の
浄
土
真
宗
で
は
、師
匠
の
も
と

で
生
活
を
と
も
に
し
な
が
ら
、修
行
に
励
み
ま
す
。

	

そ
の
た
め
、
順
藝
は
金
津
の
永
臨
寺
に
い
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｅ
子　
京
都
で
順
藝
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た

の
で
す
か
。

学
Ｍ　
文
化
三
年（
一
八
〇
六
）、
順
藝
は
高た

か

倉く
ら

学が
く

寮り
ょ
うに

お
い
て「
擬ぎ

寮り
ょ
う

司す

」に
な
り
ま
し
た
。

Ｅ
子　
高
倉
学
寮
は
、大
谷
大
学
の
前
身
で
す
ね
。す
る

と
、順
藝
は
大
学
の
先
生
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

学
Ｍ　
順
藝
が
就
任
し
た
擬
寮
司
と
い
う
役
職
に
つ
い

て
説
明
す
る
前
に
、
高
倉
学
寮
の
沿
革
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

	

寛
文
五
年（
一
六
六
五
）、
東
本
願
寺
は
寺
院
子

弟
の
教
育
を
目
的
に
学
寮
を
創
立
し
ま
し
た
。

	

宝
暦
五
年（
一
七
五
五
）、
京
都
高
倉
通
り
に
移

転
し
た
こ
と
か
ら
、「
高
倉
学
寮
」
と
称
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｅ
子　
高
倉
学
寮
は
浄
土
真
宗
の
僧
侶
を
養
成
す
る
学

校
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

学
Ｍ　
当
時
の
高
倉
学
寮
の
制
度
を
み
る
と
、「
講こ

う

師じ

」・

「
嗣し

講こ
う

」・「
擬ぎ

講こ
う

」の
三
役
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。

講
師
は
現
在
の
大
学
学
長
に
相
当
し
、嗣
講
・
擬

講
は
教
授
・
准
教
授
な
ど
の
大
学
教
員
に
あ
た

り
ま
す
。当
初
は
、こ
の
三
役
だ
け
が
講
義
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｅ
子　
講
師
・
嗣
講
・
擬
講
が
、い
わ
ゆ
る
大
学
の
先
生

と
い
う
こ
と
で
す
か
。で
は
、擬
寮
司
は
ど
の
よ

う
な
立
場
の
役
職
な
の
で
し
ょ
う
か
。

学
Ｍ　
高
倉
学
寮
の
学
生
は「
大だ

い

衆し
ゅ

」と
呼
ば
れ
、寮
に

所
属
す
る
決
ま
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
〇
ほ

ど
の
寮
に
は
、統
括
者
と
し
て「
寮

り
ょ
う

司す

」、そ
の
補

佐
と
し
て
擬
寮
司
が
お
か
れ
ま
し
た
。

Ｅ
子　
順
藝
は
、副
寮
長
と
な
っ
た
の
で
す
ね
。

学
Ｍ　
そ
の
通
り
で
す
。
順
藝
が
活
躍
し
た
時
代
に
は
、

寮
司
と
擬
寮
司
に
も
安あ

ん

居ご

に
お
い
て
会
読
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
、
講
義
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

	

つ
ま
り
、大
学
の
夏
期
講
習
に
お
い
て
、授
業
を

行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｅ
子　
順
藝
は
寮
の
運
営
に
携
わ
り
な
が
ら
、
学
生
の

指
導
も
行
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。

学
Ｍ　
そ
の
傍
ら
、仏
道
修
行
に
励
む
と
と
も
に
、経
典

の
研
究
も
進
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

気
比
庄	

渡わ
た

辺な
べ　

美み

優ゆ

（
亮
、
女
）

樫　

津	

中な
か

山や
ま　

木き
の乃

（
潤
二
、
女
）

小　

樟	

山や
ま

下し
た　

大た
い

翔し

（
明
功
、
男
）

道　

口	

山や
ま

本も
と

奈な

那な

実み

（
大
輔
、
女
）

高　

橋	

冨と
み

田た

隼
し
ゅ
ん
太た

郎ろ
う

（
大
右
、
男
）

上　

野	

水み
ず

島し
ま　

妃ひ

菜な

（
広
貴
、
女
）

　

中	

上う
え

坂さ
か　

蓮は
す

季き

（
清
斗
、
女
）

四
ツ
杉	

森も
り

下し
た　

桧ひ

和よ
り

（
浩
次
、
男
）

上
川
去	

森
谷
紀

男
さ
ん
（
80
歳
）

岩　

開	

吉
田
ミ
ヨ
子
さ
ん
（
91
歳
）

佐
々
生	

藤
井
ま
つ
を
さ
ん
（
93
歳
）

佐
々
生	

藤
井　

咲
子
さ
ん
（
83
歳
）

田　

中	

小
原
登
代
治
さ
ん
（
90
歳
）

天　

宝	

木
本　

繁
雄
さ
ん
（
69
歳
）

小
曽
原	

山
内　

治
夫
さ
ん
（
72
歳
）

小
曽
原	

木
村　

君
子
さ
ん
（
99
歳
）

小
曽
原	

元　

裕
純
さ
ん
（
57
歳
）

小
曽
原	

龍
勝　

冨
惠
さ
ん
（
92
歳
）

小
曽
原	

田
畑
な
つ
み
さ
ん
（
94
歳
）

江　

波	

坂
下　

幸
枝
さ
ん
（
94
歳
）

血
ケ
平	

山
下
キ
ク
ノ
さ
ん
（
95
歳
）

梅　

浦	

北
﨑　

ヒ
ナ
さ
ん
（
86
歳
）

小　

樟	

與
市　

定
明
さ
ん
（
69
歳
）

小　

樟	

澤　
　

順
子
さ
ん
（
84
歳
）

　

厨	

堤　
　

幸
成
さ
ん
（
84
歳
）

高　

佐	

小
河　

亮
一
さ
ん
（
82
歳
）

米　

ノ	

酒
井　
　

眸
さ
ん
（
82
歳
）

平　

等	

細
川　
　

弘
さ
ん
（
86
歳
）

杉
の
花	

古
川　

信
葊
さ
ん
（
72
歳
）

　

中	

水
島
ス
ミ
コ
さ
ん
（
89
歳
）

■ ケーシー先生とゆかいな英会話
ケーシー先生と仲間たちが、自己紹介や
好きな動物など簡単な英会話を楽しく紹介

【5 月 1 日㈮～5 月 8 日㈮】

※新型コロナウイルス感染症に
関する地域情報番組を放送し
ています。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7:55～　　②12:55～
③19:55～　 毎日5分間放送中！

空き家を有効に活用しよう
～空き家情報バンクのお知らせ～

【5月1日㈮～5月8日㈮】

新型コロナウイルス感染症対策について
【5月9日㈯～5月29日㈮】

学芸員 M

E 子
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昼
の
学
校

花
び
ん
満
開
の
水
仙
か
ら

甘
い
香
り
が　
ふ
わ
っ
と
教
室
全
体
に

自
然
の
香
水
に
い
や
さ
れ
る

　
夕
方
の
下
校

カ
ニ
の
に
お
い
が
立
ち
こ
め
る

グ
ツ
グ
ツ　
ほ
か
ほ
か　
お
い
し
そ
う

　
晩
ご
飯

ド
ー
ン
っ
と
カ
ニ
の
ご
登
場

自
然
の
甘
み
と
う
ま
み　
ぎ
っ
し
り
身
に
詰
ま
っ

て
い
る

　
大
人
に
な
っ
て
も　
忘
れ
な
い

　
ふ
る
さ
と
の　
香
り　
ふ
る
さ
と
の　
味

奨
励
賞

社
中
学
校	

二
年	

梅　
田　
彩　
月

越
前
中
学
校	

三
年	

川　
崎　
穏　
生

佳
作社

中
学
校	

二
年	

松　
井　
佑　
太

越
前
中
学
校	

一
年	

宮　
本　
　
　
遥

越
前
中
学
校	

一
年	

岩　
本　
智　
美

詩
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

大
賞丹

生
高
等
学
校	

三
年	

髙　
橋　
春　
仁

「
夢
」

そ
こ
に
は
世
界
の
果
て
が
あ
っ
た

崖
の
上
か
ら
見
下
ろ
す
海
に
は
限
り
が
あ
っ
た

果
て
の
炎
で
全
て
が
染
ま
る

俳
句
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

大
賞朝

日
中
学
校	

一
年	

林　
　
　
渚　
希

「
命
が
け
越
前
が
に
を
捕
る
漁
師
」

奨
励
賞

阿
山
中
学
校	

一
年	

稲　
森　
巧　
都

朝
日
中
学
校	

三
年	

内　
山　
桜　
伽

佳
作朝

日
中
学
校	

三
年	

牛　
若　
文　
華

福
原
中
学
校	

三
年	

新　
井　
悠　
斗

宮
崎
中
学
校	

一
年	

渡　
辺　
梛　
月

俳
句
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

大
賞丹

生
高
等
学
校	

一
年	
島　
田　
真　
佑

「
テ
ー
ブ
ル
が
小
さ
く
感
じ
る
越
前
が
に
」

奨
励
賞

名
古
屋
高
等
学
校	

二
年	

鬼　
頭　
孝　
幸

県
立
盲
学
校
高
等
部	

一
年	

青　
木　
和　
希

佳
作名

古
屋
高
等
学
校	

二
年	

三　
宅　
航　
暉

丹
生
高
等
学
校	

三
年	

小　
林　
琳　
弥

星
野
高
等
学
校	

二
年	

磯　
部　
美　
咲

　

20
回
目
を
迎
え
た
当
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
詩

部
門
に
５
４
７
編
、
俳
句
部
門
に
５
，４
６
０
句

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
両
部
門
で
55
人
の
受
賞

者
が
決
定
し
ま
し
た
。

俳
句
部
門 

（
小
学
生
の
部
）

大
賞朝

日
小
学
校	

三
年	

木　
本　
心　
太

「
黄
ゆ
び
わ
カ
ニ
の
王
様
え
ち
ぜ
ん
が
に
」

奨
励
賞

城
崎
小
学
校	

四
年	

河　
合　
虹　
花

織
田
小
学
校	

五
年	

嶋　
津　
光　
莉

佳
作織

田
小
学
校	

六
年	

上　
坂　
碧　
衣

四
ヶ
浦
小
学
校	

六
年	

島　
田　
克　
洋

宮
崎
小
学
校	

一
年	

福　
嶋　
芹　
那

俳
句
部
門 

（
一
般
の
部
）

大
賞福

井
県
敦
賀
市		



石　
田　
弘　
子

「
水
仙
束
背
負
ふ
荒
磯
の
村
へ
嫁
し
」

奨
励
賞

大
阪
府
高
石
市		



井　
上　
英　
一

福
井
県
福
井
市		



廣　
瀬　
一　
枝

佳
作長

野
県
長
野
市		



木　
原　
　
　
登

京
都
府
舞
鶴
市		



苳　
　
　
羊
右
子

福
井
県
福
井
市		



西　
村　
圭　
子

詩
部
門 

（
小
学
生
の
部
）

大
賞常

磐
小
学
校	

二
年	

吉　
田　
來　
稚

「
か
に
の
よ
う
な
え
が
お
」　

毎
年
、い
と
こ
が
か
え
っ
て
く
る
ん
だ
。

そ
の
時
に
い
と
こ
全
員
と
ご
は
ん
を
た
べ
る
ん
だ
。

な
ん
で
か
な
ぁ　

い
と
こ
た
ち
が
え
が
お
で
た
べ
る
か
ら
か
な
ぁ
。

み
ん
な
た
く
さ
ん
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ
る
か
ら
か
な
ぁ

そ
の
ご
は
ん
は
お
い
し
く
か
ん
じ
た
よ
。

お
父
さ
ん
や
お
じ
さ
ん
た
ち
の
ま
っ
か
な
か
お
が

ゆ
で
あ
が
っ
た
カ
ニ
の
か
お
み
た
い
で
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
わ
ら
っ
た
よ
。

ぼ
く
も
つ
ら
れ
て
赤
い
か
お
で
わ
ら
っ
た
よ
。

今
年
か
ら
ぼ
く
も
小
っ
ち
ゃ
い
お
じ
さ
ん
に
な
っ
た
よ
。

小
っ
ち
ゃ
い
お
じ
さ
ん
か
ら
見
た
あ
の
こ
は
、
と
て

も
か
わ
い
か
っ
た
よ
。

今
年
の
は
じ
め
に
見
た
あ
の
こ
は
小
さ
か
っ
た
け
ど

ず
い
分
と
大
き
く
な
っ
て
か
え
っ
て
き
た
ん
だ
。

あ
の
こ
も
ま
っ
か
な
カ
ニ
み
た
い
な
か
お
で
わ
ら
う

ん
だ
。

み
ん
な
カ
ニ
の
か
ぞ
く
な
の
か
な
ぁ
。

ま
た
か
え
っ
て
き
て
ね
。
カ
ニ
の
よ
う
な
ま
っ
か
な

え
が
お
で
ま
っ
て
い
る
か
ら
ね
。

奨
励
賞

糀
台
小
学
校	

六
年	

藤　
濤　
英　
介

越
廼
小
学
校	

四
年	

塚　
本　
大　
心

佳
作越

廼
小
学
校	

四
年	

田　
中　
理
璃
亜

朝
日
小
学
校	

五
年	

坂　
下　
美　
和

朝
日
小
学
校	

五
年	

藤　
﨑　
万　
葉

詩
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

大
賞越

前
中
学
校	

二
年	

荒　
木　
美　
玖

「
一
日
の
楽
し
み
」

　
朝
の
登
校　

無
数
の
水
仙
に
み
つ
め
ら
れ　

少
し
照
れ
つ
つ　
か
い
だ
ん
を
元
気
い
っ
ぱ
い

駆
け
上
が
る

黄
色
か
っ
た
水
仙
は
赤
茶
け

山
々
は
紅
葉
し

海
は
赤
、黄
、朱
、紅
、緋
、

数
多
の
色
の
糸
を
漂
よ
わ
せ
る

確
か
に
果
て
は
あ
る
、神
秘
は
あ
る

あ
そ
こ
に
あ
る
の
だ

世
界
に
果
て
は
な
い

海
の
向
こ
う
に
果
て
は
な
か
っ
た

神
秘
は
な
か
っ
た

排
煙
が
あ
り
、喧
騒
が
あ
り

人
間
味
が
あ
っ
た

夢
は
行
っ
て
し
ま
っ
た

な
い
は
ず
の
果
て
に

私
は
取
り
残
さ
れ
た
の
だ

夕
暮
れ
に
私
は
家
へ
帰
っ
て
き
た

黄
色
か
っ
た
で
あ
ろ
う
水
仙
が

赤
茶
に
染
ま
っ
て
出
迎
え
た

扉
が
閉
ま
る
ま
で
の
そ
の
一
瞬

夢
が
私
の
も
と
へ
帰
っ
て
き
た

奨
励
賞

尼
崎
高
等
学
校	

三
年	

関　
　
　
岳　
斗

佳
作尼

崎
高
等
学
校	

三
年	

辻　
　
　
誠　
人

詩
部
門 

（
一
般
の
部
）

大
賞福

井
県
福
井
市		



合　
川　
由　
美

「
か
に
の
日
」

か
に
と
の
出
会
い
は

か
れ
こ
れ
四
十
五
年
に
も
な
る
の
だ
ろ
う
か

毎
年
会
い
た
い
の
に

会
え
な
い
年
も
あ
る

紅
の
ゆ
げ

白
い
お
な
か
を
見
な
が
ら

両
足
を
内
側
に
折
る

か
に
の
日
は

台
所
の
机
の
上
に
新
聞
紙
を
敷
き
詰
め

用
意
周
到
に
し
て

み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま
す

か
に
を
食
べ
る
と

無
口
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
が

そ
ん
な
こ
と
は
な
く

感
動
の
言
葉
を

惜
し
み
な
く
、目
の
前
の
蟹
に
さ
さ
げ
ま
す

蟹
が
捕
れ
る
浜
の
人
は

自
分
じ
ゃ
な
く

ま
た
家
族
で
も
な
く

蟹
を
食
べ
な
れ
て
い
な
い
人
の

食
べ
る
様
子
を

楽
し
そ
う
に
見
る
そ
う
な
…

困
っ
て
い
た
ら
す
か
さ
ず
寄
っ
て
き
て

す
ぐ
教
え
て
あ
げ
た
く
な
る
そ
う
な
…

そ
ん
な
人
柄
を

蟹
を
食
べ
て
い
る
時
に

い
つ
も
思
い
出
し
て
い
ま
す

蟹
の
足
の
先
の
身
を
出
せ
ず
に

困
っ
て
い
た
私
の
そ
ば
に

さ
さ
さ
っ
と
寄
っ
て
き
て

こ
こ
は
ね
、

と
言
い
な
が
ら

あ
と
の
足
の
身
を
全
部
出
し
て
く
れ
て

満
足
そ
う
に
そ
の
場
を
去
っ
た
あ
の
人
の
言
葉

ど
こ
へ
行
っ
て
も

遠
く
離
れ
た
場
所
に
住
ん
で
も

や
っ
ぱ
り
そ
れ
を
思
い
出
し
ま
す

奨
励
賞

長
野
県
下
諏
訪
町		



横　
尾　
佑　
香

熊
本
県
阿
蘇
市		



岩　
下　
玲　
子

佳
作京

都
府
京
都
市		


戸　
田　
和　
樹

福
井
県
福
井
市		


廣　
瀬　
利　
男

埼
玉
県
北
本
市		



安　
原　
輝　
彦

越
前
町
商
工
会
長
賞

朝
日
小
学
校	

二
年	

青　
木　
虎　
太

県
立
盲
学
校
中
学
部	

一
年	

小　
林　
和　
義

丹
生
高
等
学
校	

三
年	

牧　
田　
麗　
美

越
前
丹
生
農
業
協
同
組
合
長
賞

織
田
小
学
校	

四
年	

小　
林　
直　
美

社
中
学
校	

二
年	

京　
谷　
一　
子

尼
崎
高
等
学
校	

三
年	

藤　
本　
孔　
明

越
前
町
漁
業
協
同
組
合
長
賞

　
俳
句
部
門（
一
般
の
部
）

　
福
井
県
福
井
市		



河　
村　
博　
之

　
詩
部
門（
一
般
の
部
）

　
福
井
県
越
前
市		



山　
口　
梨　
絵

越
前
町
観
光
連
盟
会
長
賞

　
俳
句
部
門（
一
般
の
部
）

　
福
井
県
敦
賀
市		



稲　
垣　
智　
子

　
詩
部
門（
一
般
の
部
）

　
福
井
県
坂
井
市		



宮　
谷　
文　
雄

（
学
校
名
・
学
年
は
受
賞
当
時
の
も
の
で
す
。）

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

入
賞
者 

大
賞
作
品
テーマ
ふるさと

「
越
前

」

令和 ２ 年 ５ 月号広報 えちぜん19 令和 ２ 年 ５ 月号広報 えちぜん 18

作品集は町内の
図書館で

ご覧いただけます。
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